
ご 注 意 下 さ い ！
偽造・盗難キャッシュカード、盗難通帳、偽造印鑑等による不正な預金払出しや、いわゆるヤ
ミ金融業者等による預金口座への不正な振込請求、さらにはフィッシングやスパイウェアといっ
た事件が発生しています。
お客様におかれましては、そうした被害に遭われぬよう、十分にご注意下さい。

●通帳・印鑑はもちろんのこと、キャッシュカードや本人であることを示す各種資料（運転
免許証・パスポート等）についても、別々にかつ厳重に保管して下さい。
●キャッシュカードの暗証番号は他人に知られないようにして下さい。また、他人に知られ
易い暗証番号（生年月日、電話番号等）はすみやかに変更されることをお勧めします。
●銀行員や警察官が銀行店舗外や電話等で暗証番号をお尋ねすることはありません。
●預金の引出しの際に、暗証番号を後ろから盗み見られたり、他人に知られたりしないよ
うご注意下さい。
●ATMコーナーにおいて暗証番号を盗み見るためと思われる隠しカメラが設置される事件
が発生していますので、ご注意下さい。ATMコーナーにおいて不審な機器等を見かけた
場合には、ATM設置金融機関、または警察署にご連絡下さい。
●預金の引出し、入金の際の現金を狙ったスリやひったくり等には十分ご注意下さい。
●スキミング(注)等によりキャッシュカードが偽造され、預金が払い出されるといった被害が
発生しています。このような被害に遭わないために、キャッシュカードを入れた財布等を
長時間手元から離すことのないようご注意下さい。
(注) スキミングとは、他人のカードの磁気記録を不正に読み出してコピーを作成することです。
スキマーと呼ばれるカード情報の読み取り装置によりカー ド情報が盗み取られます。

●キャッシュカードの暗証番号は他のサービスの暗証番号として使うことは避けましょう。
キャッシュカードを偽造して他のサービスの暗証番号を盗み取り、預金が引き出された
事件が発生しました。

偽造・盗難キャッシュカード、盗難通帳、偽造印鑑等による

不正な預金払出し等
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万一、通帳・印鑑・キャッシュカードのいずれか一つでも紛失・盗難された場合や何か不審に思わ
れる場合は、直ちにお取引銀行および警察署にご連絡下さい。例えば、通帳のみを紛失された場合
であっても、印影から印鑑が偽造されるおそれがあります。
また、空き巣や車上盗難の被害に遭ったときは、スキミング等が行われている可能性もありますの
で、キャッシュカードが盗まれていなくても、念のためお取引銀行および警察署にご連絡下さい。
カード・通帳・印鑑をなくされたときの銀行の連絡先はこちらをご覧下さい（全国銀行協会サイトへの

リンク）。

●振り込め詐欺 (注)や電子メール等による身に覚えのない利用料等の請求の被害が拡
大しています。お振込になる前に事実かどうかを必ずご確認下さい。
（注）振り込め詐欺とは、親戚あるいは警察官等を装って電話をかけ、事故・喧嘩の示談金や
賠償金、借金返済金が必要であると偽って多額の現金を振り込ませる詐欺行為です。

●ヤミ金融業者等による法外・強引な返済請求があった場合には、安易に振込等を行わ
ないで下さい。
●銀行の預金規定では、第三者による預金口座の利用を禁止させていただいております
ので、預金口座を売ることや貸すことはできません。
●「金融機関等による顧客等の本人確認等及び預金口座等の不正な利用の防止に関す
る法律」により、他人になりすます目的で預金通帳やキャッシュカードを譲り受けたり、相
手になりすましの目的があることを知りながら、預金通帳やキャッシュカードを譲り渡した
場合等は、50万円以下の罰金が科されます。

ご注意！

不審に思われる場合には、最寄りの警察署、財務局、都道府県の相談窓口等にご相談下さい。

預金口座への不正な振込請求等

https://www.zenginkyo.or.jp/abstract/loss/

